
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 73 遺伝の規則性 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 5 

図 4 

図 5に 

図 5に書き入れ，模式図を完成させなさい。 

解答は次のページ 

（千葉県） 



  

 

 

     

（1）① 対になっている遺伝子を対立遺伝子という。対立遺伝子は，減数分裂でそれぞれ別々の生殖

細胞に入る。これを分離の法則という。（「塾技 73  」②参照） 

 分離の法則 

 

② 図 1 の子の代はすべて赤い花であったことより，親の代の白い花の遺伝子型は r r とわかる。

図 5 は，この白い花の精細胞なので，減数分裂により r 遺伝子を１つもつことになる。 

 

 

 

 

 

 

（2）図 2 は，「塾技 73  」パターン②の，A を R，a を r にした，Rr × r r → Rr：r r = 1：1 で，図 3

は，「塾技 73  」パターン①の，A を R，a を r にした，RR × r r → Rr（すべて赤い花）となる。 

よって，株 A の遺伝子の組み合わせは Rr，株 B の遺伝子の組み合わせは RR とわかる。 

一方，図 1 の孫の代（雑種第二代 F2）は，「塾技 73  」③の F1どうしの交配表において，A を R，a

を r とすると，RR：Rr：r r = 1：2：1 で，株 A と同じ遺伝子 Rr をもつ株の数は，株 B と同じ遺伝

子 r r をもつ株の 2 倍となることがわかる。以上より，最も適当な符号はウとわかる。 

 ウ 

 

 

 

（3）図 1 の孫の代は，（2）より， 

RR：Rr：r r = 1：2：1 となるので， 

このうち，赤い花をつける株は， 

 RR ， Rr ， Rr  の 3 つある。 

それぞれを自家受粉させた交配表は図 6，図 7，図 8 となる。 

図より， 

赤い花をつける株の数：白い花をつける株の数 

 =  10 ： 2 

 =  5 ： 1 

 ウ 

塾技 73  補充問題 解答・解説 
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